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戦
後
、
六
十
有
余
年
の
歳
月
の
記
憶
の
か
な
た
に
、
今

も
胸
奥
に
結
晶
し
た
い
く
つ
か
の
事
項
を
回
想
し
ま
す
。

異
国
の
地
に
て
「
護
国
の
鬼
」
と
な
っ
た
、
多
く
の
戦
友

の
顕
彰
に
で
も
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も
役
立
つ
よ
う
で
あ

れ
ば
と
、
御
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 

思
い
起
せ
ば
、
昭
和
十
五
（
一
九
四
〇
）
年
十
二
月
一

日
、
私
は
歩
兵
第
四
十
連
隊
（
中
部
・
鳥
取
第
五
十
三
部

隊
）
第
三
機
関
銃
中
隊
要
員
と
し
て
現
役
入
隊
で
し
た
。

当
時
、
徴
兵
検
査
は
日
本
男
子
二
十
歳
に
し
て
徴
兵
検
査

を
受
け
る
べ
し
と
国
民
の
三
大
義
務
の
一
つ
で
し
た
。
甲

種
と
は
身
体
頑
健
に
し
て
い
か
な
る
困
難
に
も
打
ち
勝
つ

肉
体
、
精
神
を
持
っ
た
日
本
男
子
の
模
範
で
あ
る
。 

そ
の
他
第
一
乙
種
・
第
二
乙
種
・
丙
種
ま
で
合
格
で
、

丁
種
は
（
身
体
不
自
由
者
）
で
不
合
格
だ
っ
た
。
ま
た
兵

科
も
複
雑
で
、
編
成
に
よ
っ
て
名
称
が
異
な
り
ま
し
た
。 

我
が
郷
土
は
第
十
師
団
が
徴
収
地
区
で
し
た
、
兵
庫
県
、

岡
山
県
、
鳥
取
県
の
三
県
で
す
。
第
十
七
師
団
「
月
」
兵

団
は
留
守
担
任
。
第
十
連
隊
（
岡
山
）、
歩
兵
第
三
十
九
連

隊
（
姫
路
）、
歩
兵
第
四
十
連
隊
（
岡
山
）
及
び
歩
兵
第
六

十
三
連
隊
（
松
江
）
の
四
個
連
隊
が
主
力
で
、
外
に
騎
兵

第
十
連
隊
（
捜
索
連
隊
）、
砲
兵
第
十
連
隊
、
工
兵
第
十
連

隊
、
輜
重
兵
第
十
連
隊
、
そ
の
他
師
団
司
令
部
直
轄
で
通

信
隊
、
防
疫
給
水
部
、
兵
火
器
勤
務
隊
、
病
院
等
の
部
隊

が
あ
り
ま
し
た
。
な
お
こ
の
う
ち
工
兵
連
隊
は
岡
山
で
し

大 

陸
（
北 

支
）
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た
。
兵
員
は
一
万
二
千
人
か
ら
時
に
は
増
加
部
隊
も
加
わ

っ
て
一
万
五
千
人
に
も
な
り
ま
し
た
。
ま
た
作
戦
上
の
配

備
や
移
動
に
よ
り
兵
員
数
の
増
減
が
あ
り
ま
し
た
。 

終
戦
時
ま
で
の
当
地
で
の
編
成
留
守
担
任
部
隊
は
、
自

分
の
知
る
限
り
で
も
、
第
十
師
団
（「
鉄
」
兵
団
）
、
第
一

一
〇
師
団
（
「
鷲
」
兵
団
）、
第
十
七
師
団
（
「
月
」
兵
団
）、

第
五
十
四
師
団
（
「
兵
」
兵
団
）
が
、
そ
の
他
混
成
師
団
（
旅

団
）
等
々
数
兵
団
が
あ
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
は
前
述
の
第
五
十
三
歩
兵
連
隊
第
三
機
関
銃
中

隊
に
て
軍
装
を
整
え
、
僅
か
数
日
に
て
出
動
命
令
が
発
動

さ
れ
ま
し
た
。
深
夜
の
鳥
取
駅
頭
に
は
見
送
り
も
な
く
、

全
員
無
言
に
て
粛
々
と
乗
車
、
汽
笛
も
静
か
に
、
控
え
め

に
「
ホ
ー
ホ
ー
」
と
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
翌
日
宇
品
よ
り

出
航
し
ま
し
た
。
二
日
目
ぐ
ら
い
に
は
海
水
が
「
黄
色
」

に
濁
っ
て
い
ま
し
た
。
岸
壁
に
着
岸
し
て
「
下
船
」
の
命

令
が
出
ま
し
た
。 

北
支
の
大
沽
で
し
た
。
こ
こ
よ
り
列
車
に
て
常
州
「
駐

屯
地
」
に
到
着
。
翌
日
は
早
朝
か
ら
起
床
喇
叭
で
起
さ
れ

ま
し
た
。「
貴
様
た
ち
は
現
役
兵
だ
。
補
充
兵
の
鑑
と
な
る

べ
く
頑
張
る
の
だ
」
と
活
を
入
れ
ら
れ
ま
し
た
。
第
一
に

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
。
そ
し
て
早
飯
と
早
糞
だ
。
な
ど

な
ど
で
少
し
の
時
間
的
余
裕
も
な
い
、
現
地
で
の
初
年
兵

教
育
で
し
た
。 

陸
軍
の
華
は
歩
兵
で
す
。
そ
の
歩
兵
の
第
一
番
手
は
機

関
銃
中
隊
だ
と
い
っ
て
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
自
分
も
人
後

に
落
ち
る
こ
と
な
く
一
生
懸
命
に
張
り
切
っ
て
頑
張
り
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
あ
っ
て
一
選
抜
で
進
級
し
ま
し
た
。
な

お
鳥
取
県
は
人
口
が
少
な
く
、
鳥
取
連
隊
区
は
歩
兵
の
み

で
、
但
馬
地
区
と
播
州
北
部
（
穴
栗
郡
・
佐
用
郡
・
神
崎

郡
）
よ
り
入
営
し
ま
し
た
。
同
じ
田
舎
者
で
も
「
播
州
男

は
骨
が
あ
る
の
だ
」
と
、
人
後
に
落
ち
る
こ
と
な
く
絶
え

ず
一
番
に
先
陣
を
切
っ
て
進
み
ま
し
た
。 

鉄
道
警
備
・
討
伐
等
に
参
加
し
て
翌
年
四
月
に
は
徐
州

へ
移
駐
し
、
北
支
粛
県
に
来
ま
し
た
。
歌
「
麦
と
兵
隊
」

そ
の
ま
ん
ま
の
麦
ま
た
麦
の
大
平
原
で
し
た
。
敵
襲
で
出

陣
す
れ
ば
敵
は
雲
か
霞
と
遁
走
し
、
後
刻
再
び
現
れ
る
と

い
う
。
一
進
一
退
の
戦
の
繰
り
返
し
で
し
た
。 

地
の
理
を
熟
知
し
て
い
る
敵
軍
、
そ
し
て
彼
等
に
し
て
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見
れ
ば
日
本
軍
は
闖
入
者

ち
ん
に
ゅ
う
し
ゃ

で
あ
る
。
罠
に
掛
か
っ
て
倒
れ

た
戦
友
、
面
従
腹
背
の
現
地
人
と
の
交
流
、
今
静
か
に
思

う
時
、
我
が
軍
は
点
と
線
の
占
領
地
で
し
た
。
一
兵
卒
の

私
に
は
何
か
空
虚
な
進
駐
で
あ
り
、
討
伐
行
だ
っ
た
と
思

う
。 飛

行
機
、
戦
車
も
な
く
、
極
め
て
牧
歌
的
な
治
安
維
持

だ
っ
た
。
局
地
的
な
共
産
八
路
軍
の
出
現
に
対
し
て
の
討

伐
戦
だ
っ
た
。
現
地
人
か
ら
は
自
分
達
の
重
機
関
銃
の
威

力
を
頼
ら
れ
、
歓
迎
さ
れ
た
。
麦
秋
時
に
於
け
る
強
制
徴

収
も
あ
っ
た
。
蔣
介
石
正
規
軍
と
共
産
八
路
軍
、
そ
し
て

日
本
軍
へ
の
献
上
食
品
等
も
あ
っ
て
、
現
地
農
民
も
大
変

だ
っ
た
だ
ろ
う
と
思
う
。 

昭
和
十
八
年
八
月
、
南
方
転
戦
が
下
達
さ
れ
、
江
湾
付

近
の
兵
舎
に
集
結
し
ま
し
た
。
そ
し
て
連
日
対
米
戦
闘
訓

練
と
熱
帯
地
に
つ
い
て
の
衛
生
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
マ

ラ
リ
ヤ
の
予
防
薬
「
キ
ニ
ー
ネ
」
を
支
給
さ
れ
、
九
月
二

十
日
の
夜
陰
に
三
隻
の
輸
送
船
に
乗
船
し
ま
し
た
。
自
分

達
の
船
舶
は
八
、
〇
〇
〇
ト
ン
級
「
清
澄
丸
」
と
い
い
昭

和
十
五
年
に
進
水
し
た
優
秀
船
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
船

倉
は
櫓
を
幾
段
に
も
組
み
、
座
る
の
が
精
い
っ
ぱ
い
の
す

し
詰
め
で
し
た
。
船
底
よ
り
見
上
げ
る
と
、
小
さ
な
昇
降

口
を
通
し
て
天
空
が
眺
め
ら
れ
ま
し
た
。
も
し
魚
雷
を
一

発
受
け
た
な
ら
ば
「
全
員
お
陀
仏
だ
」
と
さ
さ
や
き
合
っ

た
も
の
で
し
た
。
海
軍
の
駆
逐
艦
や
海
防
艦
が
遠
く
近
く

と
四
艦
ぐ
ら
い
で
護
衛
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
船
団
は

ジ
グ
ザ
グ
コ
ー
ス
で
航
行
し
て
ト
ラ
ッ
ク
島
に
寄
航
し
ま

し
た
。
「
甲
板
に
出
て
見
よ
」
の
声
で
船
外
を
眺
め
て
驚
き

ま
し
た
。
今
眼
前
に
は
日
本
海
軍
の
誇
る
連
合
艦
隊
の
偉

容
が
望
見
さ
れ
、
感
無
量
で
し
た
。 

船
団
は
一
路
南
下
し
、
途
中
米
軍
哨
戒
機
に
発
見
さ
れ

て
緊
張
し
ま
し
た
が
ス
コ
ー
ル
と
夜
陰
に
難
を
逃
れ
て
無

事
に
ラ
バ
ウ
ル
に
上
陸
し
ま
し
た
。
時
十
月
五
日
の
払
暁

で
し
た
。 

す
ぐ
武
器
弾
薬
、
糧
秣
、
医
薬
品
等
の
揚
陸
作
業
に
掛

か
り
ま
し
た
が
、
突
然
即
刻
南
方
二
百
五
十
キ
ロ
の
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
へ
派
遣
が
命
令
さ
れ
、
兵
た
ち
は
各
自
の
武

器
、
武
具
の
み
を
持
っ
て
駆
逐
艦
「
文
月
」
他
三
艦
に
分

乗
し
て
出
航
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
物
資
等
は
後
便
に
て
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た
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、
汽
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に
、
控
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に
「
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ホ
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」
と
鳴
っ
て
い
ま
し
た
。
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日
宇
品
よ
り

出
航
し
ま
し
た
。
二
日
目
ぐ
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い
に
は
海
水
が
「
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」
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濁
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し
た
。
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に
着
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し
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「
下
船
」
の
命
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し
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大
沽
で
し
た
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こ
こ
よ
り
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に
て
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「
駐
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地
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に
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翌
日
は
早
朝
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ら
起
床
喇
叭
で
起
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れ
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た
。「
貴
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た
ち
は
現
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兵
だ
。
補
充
兵
の
鑑
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な
る

べ
く
頑
張
る
の
だ
」
と
活
を
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ま
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た
。
第
一
に

大
き
な
声
を
出
す
こ
と
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そ
し
て
早
飯
と
早
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な
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な
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で
少
し
の
時
間
的
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も
な
い
、
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で
の
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兵

教
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で
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陸
軍
の
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は
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で
す
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そ
の
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兵
の
第
一
番
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は
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関
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中
隊
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と
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た
。
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人
後

に
落
ち
る
こ
と
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一
生
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に
張
り
切
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て
頑
張
り
ま

し
た
。
そ
の
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あ
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て
一
選
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で
進
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し
ま
し
た
。
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お
鳥
取
県
は
人
口
が
少
な
く
、
鳥
取
連
隊
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は
歩
兵
の
み

で
、
但
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播
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（
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栗
郡
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・
神
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郡
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よ
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ま
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。
同
じ
田
舎
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で
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播
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男

は
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だ
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と
、
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後
に
落
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ず
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に
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は
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に
来
ま
し
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。
歌
「
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と
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」
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ま
の
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ま
た
麦
の
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平
原
で
し
た
。
敵
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で
出

陣
す
れ
ば
敵
は
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か
霞
と
遁
走
し
、
後
刻
再
び
現
れ
る
と

い
う
。
一
進
一
退
の
戦
の
繰
り
返
し
で
し
た
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地
の
理
を
熟
知
し
て
い
る
敵
軍
、
そ
し
て
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等
に
し
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澄
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櫓
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仏
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で
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軍
の
駆
逐
艦
や
海
防
艦
が
遠
く
近
く

と
四
艦
ぐ
ら
い
で
護
衛
し
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
船
団
は

ジ
グ
ザ
グ
コ
ー
ス
で
航
行
し
て
ト
ラ
ッ
ク
島
に
寄
航
し
ま

し
た
。
「
甲
板
に
出
て
見
よ
」
の
声
で
船
外
を
眺
め
て
驚
き

ま
し
た
。
今
眼
前
に
は
日
本
海
軍
の
誇
る
連
合
艦
隊
の
偉

容
が
望
見
さ
れ
、
感
無
量
で
し
た
。 

船
団
は
一
路
南
下
し
、
途
中
米
軍
哨
戒
機
に
発
見
さ
れ

て
緊
張
し
ま
し
た
が
ス
コ
ー
ル
と
夜
陰
に
難
を
逃
れ
て
無

事
に
ラ
バ
ウ
ル
に
上
陸
し
ま
し
た
。
時
十
月
五
日
の
払
暁

で
し
た
。 

す
ぐ
武
器
弾
薬
、
糧
秣
、
医
薬
品
等
の
揚
陸
作
業
に
掛

か
り
ま
し
た
が
、
突
然
即
刻
南
方
二
百
五
十
キ
ロ
の
ブ
ー

ゲ
ン
ビ
ル
島
へ
派
遣
が
命
令
さ
れ
、
兵
た
ち
は
各
自
の
武

器
、
武
具
の
み
を
持
っ
て
駆
逐
艦
「
文
月
」
他
三
艦
に
分

乗
し
て
出
航
し
ま
し
た
。
そ
の
他
の
物
資
等
は
後
便
に
て
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送
付
す
る
と
の
こ
と
で
し
た
が
、
後
日
判
明
し
た
と
こ
ろ

に
よ
れ
ば
我
々
の
携
行
武
具
以
外
、
残
し
て
お
い
た
兵

器
・
装
具
及
び
各
人
の
私
物
に
至
る
ま
で
一
切
、
友
軍
に

持
ち
去
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
し
た
。 

「
文
月
」
は
戦
闘
配
備
の
た
め
全
速
運
転
で
飛
ぶ
か
の

ご
と
く
波
頭
を
蹴
っ
て
疾
走
し
ま
し
た
。
海
軍
さ
ん
は
平

然
と
し
て
い
ま
す
が
、
自
分
達
陸
兵
は
籠
の
中
で
芋
を
洗

う
ご
と
く
前
後
、
上
下
、
左
右
に
揺
れ
る
状
態
で
は
座
っ

て
い
て
も
転
げ
回
る
有
り
様
で
し
た
。
翌
六
日
早
朝
に
陸

地
が
見
え
た
と
思
っ
た
ら
、
こ
こ
が
上
陸
地
「
タ
リ
ナ
」

で
、
艦
は
海
岸
の
砂
浜
に
乗
り
上
げ
ま
し
た
。
海
軍
士
官

に
「
迅
速
、
迅
速
」
と
せ
き
立
て
ら
れ
て
、
兵
器
・
弾
薬

な
ど
一
切
を
海
中
に
投
げ
込
み
、
兵
員
は
飛
び
込
み
、
兵

器
・
弾
薬
は
、
後
刻
海
中
よ
り
拾
い
上
げ
た
次
第
で
し
た
。

駆
逐
艦
「
文
月
」
が
引
き
返
す
と
間
髪
を
入
れ
ず
敵
の
偵

察
機
が
飛
来
し
ま
し
た
。
即
、
出
発
と
な
り
、
目
的
地
は

「
チ
ン
プ
ツ
」
で
あ
る
。
炎
暑
の
上
に
重
装
備
の
強
行
軍

で
落
伍
、
脱
落
す
る
兵
士
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
自
分
一

人
で
精
い
っ
ぱ
い
の
た
め
に
無
視
し
て
進
軍
し
ま
し
た
。

彼
ら
に
も
故
郷
に
は
親
や
姉
妹
が
い
る
だ
ろ
う
。
心
の
中

で
手
を
合
わ
せ
て
赦
さ
れ
よ
、
で
し
た
。 

第
六
師
団
（「
明
」
兵
団
）
は
九
州
南
部
の
熊
本
・
都
城
・

鹿
児
島
と
一
部
大
分
出
身
者
の
編
成
部
隊
で
、
南
九
州
は

尚
武
の
国
・
鬼
よ
り
怖
い
清
正
師
団
と
人
は
い
っ
て
い
ま

し
た
。
十
一
月
に
、
そ
の
「
明
兵
団
」
の
警
備
地
「
タ
ロ

キ
ナ
」
に
米
軍
が
大
挙
来
襲
し
、
艦
砲
射
撃
と
爆
撃
に
よ

っ
て
友
軍
は
全
滅
し
ま
し
た
。
直
ち
に
敵
の
陸
上
部
隊
が

上
陸
し
て
飛
行
場
建
設
を
行
い
ま
し
た
。
全
機
械
化
兵
団

で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
道
路
を
建
設
し
、
滑
走
路
に
は
金
属

製
の
ネ
ッ
ト
を
張
り
、
即
完
成
で
飛
行
機
が
離
着
陸
し
て

い
ま
す
。
周
辺
の
密
林
（
ジ
ャ
ン
グ
ル
）
も
敵
の
砲
弾
・

焼
夷
弾
に
て
完
全
な
禿
山
と
な
り
、
我
が
方
の
攻
撃
は
夜

襲
戦
法
（
斬
り
込
み
隊
）
以
外
に
方
法
な
し
で
し
た
。 

敵
は
要
所
に
集
音
器
を
設
置
し
、
異
常
音
を
聴
取
す
る

と
即
探
消
灯
で
そ
の
地
点
を
照
ら
す
。
ま
た
は
照
明
弾
を

打
ち
上
げ
て
真
昼
の
よ
う
で
し
た
。
我
が
方
の
攻
撃
方
法

は
肉
弾
攻
撃
以
外
、
何
も
な
く
、
そ
し
て
鍛
え
に
鍛
え
し

日
本
軍
歩
兵
連
隊
も
、
炎
暑
の
上
に
食
料
な
く
、
熱
帯
地
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方
特
有
の
風
土
病
と
マ
ラ
リ
ア
に
て
倒
れ
し
者
幾
千
と
い

う
状
況
で
し
た
。 

我
が
重
火
器
部
隊
は
重
量
の
武
器
も
弾
薬
も
移
動
す
る

度
に
力
尽
き
て
、
自
決
の
兵
も
多
く
出
ま
し
た
。
動
け
ぬ

兵
は
そ
こ
に
放
置
さ
れ
ま
し
た
。
兵
力
は
日
々
減
少
し
、

重
機
関
銃
も
移
動
す
る
に
つ
れ
て
逐
次
分
解
さ
れ
捨
て
て

い
き
ま
し
た
。
そ
し
て
食
料
の
収
集
が
第
一
と
な
り
ま
し

た
。
草
木
の
芽
や
芯
は
も
と
よ
り
、
生
物
は
カ
エ
ル
・
蛇
・

ト
カ
ゲ
・
ネ
ズ
ミ
な
ど
す
べ
て
食
糧
に
し
ま
し
た
。
生
水

で
空
腹
を
癒
し
、
動
け
る
者
は
全
員
食
糧
収
集
に
奔
走
し

ま
し
た
。
よ
ろ
け
る
足
を
踏
み
し
め
な
が
ら
で
す
。
精
神

が
狂
い
、
大
声
を
出
し
て
彷
徨
す
る
者
、
上
官
命
令
で
射

殺
さ
れ
た
戦
友
も
い
た
か
と
聞
き
ま
す
。 

昭
和
二
十
年
三
月
、
第
二
次
「
タ
ロ
キ
ナ
」
作
戦
が
計

画
さ
れ
、
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
嶺
越
え
で
し
た
が
武
器
・

弾
薬
・
少
量
の
糧
秣
等
を
す
べ
て
人
力
で
搬
送
し
ま
し
た
。

明
日
は
全
軍
突
撃
だ
と
い
う
前
夜
に
敵
軍
の
観
測
機
が
飛

来
し
ま
し
た
。
友
軍
の
布
陣
が
判
明
し
た
所
に
照
明
弾
を

幾
百
と
落
し
、
空
・
陸
・
海
か
ら
雨
霰
と
砲
弾
、
爆
弾
、

焼
夷
弾
、
黄
燐
弾
な
ど
多
種
多
様
の
攻
撃
で
、
鬱
蒼
た
る

密
林
が
夕
方
か
ら
翌
日
早
朝
ま
で
に
一
枝
一
葉
も
無
く
な

り
、
焼
野
原
と
な
り
ま
し
た
。 

戦
死
傷
者
は
数
知
れ
ず
、
作
戦
は
完
全
に
挫
折
し
、
こ

の
作
戦
を
契
機
と
し
て
軍
の
戦
は
受
動
的
な
り
、
兵
力
の

温
存
方
針
に
転
換
し
ま
し
た
。
各
隊
は
空
か
ら
敵
の
艦
載

機
と
観
測
機
及
び
ゲ
リ
ラ
等
の
襲
撃
を
充
分
警
戒
し
な
が

ら
農
作
業
、
し
か
し
開
墾
に
全
力
を
注
入
し
、
薩
摩
芋
な

ど
を
植
え
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
何
の
成
果
な
く
終
戦
と

な
っ
た
の
で
す
。 

敵
軍
の
観
測
機
が
飛
来
し
、
旋
回
し
な
が
ら
ビ
ラ
（
伝

単
と
い
っ
た
）
を
幾
百
枚
も
撒
布
し
て
飛
び
去
り
ま
し
た
。

そ
の
文
面
は
、
「
皇
軍
兵
士
ニ
告
グ
。
待
望
ノ
平
和
再
ビ
来

レ
リ
、
日
本
帝
国
ガ
、
天
皇
陛
下
ノ
命
ニ
ヨ
リ
、
連
合
国

ト
講
和
ス
ル
ニ
至
ッ
タ
、
事
実
ヲ
吾
々
ハ
コ
ノ
一
紙
ヲ
以

テ
諸
兄
ニ
通
知
ス
、
君
達
ノ
気
付
ケ
ル
如
ク
、
吾
ガ
軍
ノ

射
撃
ハ
ス
デ
ニ
中
止
サ
レ
タ
。
君
達
ハ
自
ノ
本
部
ニ
集
合

シ
将
校
ノ
指
導
ニ
従
エ
。
一
同
ガ
秩
序
正
シ
ク
吾
ガ
線
ニ

来
得
ル
様
ソ
ノ
方
法
ガ
講
ジ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
」
以
上
の
よ
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送
付
す
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の
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で
し
た
が
、
後
日
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し
た
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我
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携
行
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し
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に
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で
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、
友
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に
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た
と
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で
し
た
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は
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の
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運
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で
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の

ご
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を
蹴
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て
疾
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し
ま
し
た
。
海
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は
平
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と
し
て
い
ま
す
が
、
自
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達
陸
兵
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の
中
で
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を
洗
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ご
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前
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、
上
下
、
左
右
に
揺
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る
状
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で
は
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て
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も
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回
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で
し
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六
日
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朝
に
陸

地
が
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と
思
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ら
、
こ
こ
が
上
陸
地
「
タ
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」

で
、
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は
海
岸
の
砂
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に
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り
上
げ
ま
し
た
。
海
軍
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に
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迅
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、
迅
速
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と
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ら
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て
、
兵
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・
弾
薬

な
ど
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を
海
中
に
投
げ
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、
兵
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は
飛
び
込
み
、
兵

器
・
弾
薬
は
、
後
刻
海
中
よ
り
拾
い
上
げ
た
次
第
で
し
た
。

駆
逐
艦
「
文
月
」
が
引
き
返
す
と
間
髪
を
入
れ
ず
敵
の
偵

察
機
が
飛
来
し
ま
し
た
。
即
、
出
発
と
な
り
、
目
的
地
は

「
チ
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プ
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で
あ
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。
炎
暑
の
上
に
重
装
備
の
強
行
軍

で
落
伍
、
脱
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す
る
兵
士
も
多
く
い
ま
し
た
が
、
自
分
一

人
で
精
い
っ
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い
の
た
め
に
無
視
し
て
進
軍
し
ま
し
た
。

彼
ら
に
も
故
郷
に
は
親
や
姉
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が
い
る
だ
ろ
う
。
心
の
中

で
手
を
合
わ
せ
て
赦
さ
れ
よ
、
で
し
た
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第
六
師
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（「
明
」
兵
団
）
は
九
州
南
部
の
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本
・
都
城
・

鹿
児
島
と
一
部
大
分
出
身
者
の
編
成
部
隊
で
、
南
九
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は

尚
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の
国
・
鬼
よ
り
怖
い
清
正
師
団
と
人
は
い
っ
て
い
ま

し
た
。
十
一
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に
、
そ
の
「
明
兵
団
」
の
警
備
地
「
タ
ロ
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ナ
」
に
米
軍
が
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挙
来
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し
、
艦
砲
射
撃
と
爆
撃
に
よ

っ
て
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軍
は
全
滅
し
ま
し
た
。
直
ち
に
敵
の
陸
上
部
隊
が

上
陸
し
て
飛
行
場
建
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を
行
い
ま
し
た
。
全
機
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化
兵
団

で
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
で
道
路
を
建
設
し
、
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路
に
は
金
属

製
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ネ
ッ
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を
張
り
、
即
完
成
で
飛
行
機
が
離
着
陸
し
て

い
ま
す
。
周
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の
密
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（
ジ
ャ
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ル
）
も
敵
の
砲
弾
・
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弾
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、
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隊
）
以
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に
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は
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に
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方
特
有
の
風
土
病
と
マ
ラ
リ
ア
に
て
倒
れ
し
者
幾
千
と
い

う
状
況
で
し
た
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我
が
重
火
器
部
隊
は
重
量
の
武
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も
弾
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も
移
動
す
る

度
に
力
尽
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て
、
自
決
の
兵
も
多
く
出
ま
し
た
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動
け
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兵
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に
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し
た
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力
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に
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し
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り
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収
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に
奔
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し

ま
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た
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よ
ろ
け
る
足
を
踏
み
し
め
な
が
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で
す
。
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神

が
狂
い
、
大
声
を
出
し
て
彷
徨
す
る
者
、
上
官
命
令
で
射

殺
さ
れ
た
戦
友
も
い
た
か
と
聞
き
ま
す
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昭
和
二
十
年
三
月
、
第
二
次
「
タ
ロ
キ
ナ
」
作
戦
が
計

画
さ
れ
、
千
メ
ー
ト
ル
級
の
山
嶺
越
え
で
し
た
が
武
器
・

弾
薬
・
少
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の
糧
秣
等
を
す
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て
人
力
で
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送
し
ま
し
た
。

明
日
は
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軍
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だ
と
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前
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に
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友
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燐
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攻
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で
、
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る

密
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が
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日
早
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ま
で
に
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葉
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り
、
焼
野
原
と
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た
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傷
者
は
数
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ず
、
作
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は
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、
こ
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作
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契
機
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の
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、
兵
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針
に
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。
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の
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と
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及
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等
の
襲
撃
を
充
分
警
戒
し
な
が

ら
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、
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か
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開
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に
全
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、
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芋
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を
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ま
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。
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は
何
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く
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な
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で
す
。 

敵
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観
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飛
来
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旋
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と
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布
し
て
飛
び
去
り
ま
し
た
。

そ
の
文
面
は
、
「
皇
軍
兵
士
ニ
告
グ
。
待
望
ノ
平
和
再
ビ
来

レ
リ
、
日
本
帝
国
ガ
、
天
皇
陛
下
ノ
命
ニ
ヨ
リ
、
連
合
国

ト
講
和
ス
ル
ニ
至
ッ
タ
、
事
実
ヲ
吾
々
ハ
コ
ノ
一
紙
ヲ
以

テ
諸
兄
ニ
通
知
ス
、
君
達
ノ
気
付
ケ
ル
如
ク
、
吾
ガ
軍
ノ

射
撃
ハ
ス
デ
ニ
中
止
サ
レ
タ
。
君
達
ハ
自
ノ
本
部
ニ
集
合

シ
将
校
ノ
指
導
ニ
従
エ
。
一
同
ガ
秩
序
正
シ
ク
吾
ガ
線
ニ

来
得
ル
様
ソ
ノ
方
法
ガ
講
ジ
ラ
レ
ツ
ツ
ア
ル
」
以
上
の
よ
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う
で
し
た
。
そ
し
て
今
一
枚
、
指
揮
官
及
び
将
校
に
宛
て

た
「
ビ
ラ
」
で
し
た
。 

反
戦
宣
伝
だ
と
一
笑
に
付
し
ま
し
た
、
何
か
異
状
で
し

た
。
前
日
か
ら
本
部
に
出
張
中
だ
っ
た
中
隊
長
は
昭
和
二

十
年
八
月
二
十
一
日
夕
刻
ご
ろ
に
帰
隊
さ
れ
「
幹
部
集
合
」

で
即
全
員
呼
集
と
な
り
ま
し
た
。
中
隊
長
は
台
上
に
直
立

不
動
の
姿
勢
に
て
「
中
隊
全
員
に
告
ぐ
、
八
月
十
五
日
正

午
に
、
畏
れ
お
お
く
も
。
天
皇
陛
下
の
玉
音
放
送
が
あ
り

ま
し
た
。「
耐
え
難
き
を
耐
え
、
忍
び
難
き
を
忍
び
、
以
て

万
世
の
た
め
に
太
平
を
開
か
む
と
欲
す
。
…
…
」
と
勅
語

を
朗
読
さ
れ
ま
し
た
。 

私
は
終
戦
と
か
特
に
残
念
だ
の
悔
し
い
な
ど
の
感
慨
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
多
く
の
戦
友
が
郷
里
を
遠
く
離
れ

た
南
溟

な
ん
め
い

の
地
に
矢
弾
に
倒
れ
、
病
魔
と
闘
い
、
そ
の
上
に

餓
死
し
て
逝
っ
た
。
自
分
は
も
ち
ろ
ん
、
全
員
気
力
も
喪

失
、
眼
力
も
無
く
し
、
た
だ
う
な
だ
れ
て
中
隊
長
の
言
葉

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。
南
国
の
夕
映
え
で
天
空
に
は
昨
日

と
同
じ
よ
う
な
星
々
が
綺
羅
め
い
て
い
た
。 

武
装
解
除
も
坦
々
と
行
わ
れ
、
下
士
官
、
兵
士
は
「
タ

ロ
キ
ナ
」
か
ら
「
フ
ァ
ウ
ル
島
」
に
収
容
さ
れ
、
豪
軍
の

使
役
と
し
て
雑
用
に
従
事
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
翌
年
の
二

月
ご
ろ
か
ら
、
臥
床
患
者
の
復
員
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
逐
次
復
員
帰
郷
し
て
行
き
ま
し
た
。
復
員
船
は
「
鳳

翔
」「
葛
城
」
な
ど
旧
海
軍
の
航
空
母
艦
で
、
大
竹
や
佐
世

保
港
に
上
陸
、
復
員
手
続
と
検
疫
な
ど
を
終
了
し
て
自
宅

へ
と
急
ぎ
ま
し
た
。 

中
に
は
そ
の
足
に
て
病
院
へ
転
送
さ
れ
た
者
も
多
く
お

り
ま
し
た
。 

終
わ
り
に
、
私
は
生
還
し
ま
し
た
が
多
く
の
友
が
お
国

の
た
め
に
散
華
し
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の
様
な
悲
惨
な
戦

争
の
無
き
こ
と
を
念
じ
な
が
ら
余
生
を
生
き
抜
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 
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北
支
山
西
省
で
の
共
産
軍
と
の
戦
い 

長
崎
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私
は
島
原
市
有
馬
船
津
町
で
魚
屋
を
営
む
森
本
家
の
長

男
と
し
て
、
大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
十
二
月
十
三
日
、

生
を
享
け
ま
し
た
。
貧
乏
人
の
子
沢
山
の
諺
通
り
、
男
六

人
女
三
人
の
九
人
兄
弟
の
長
男
と
し
て
生
れ
ま
し
た
。
九

人
の
子
供
を
養
育
し
て
の
小
さ
な
魚
屋
の
生
活
は
、
両
親

に
と
り
ま
し
て
は
大
変
な
苦
労
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

昭
和
十
一
（
一
九
三
六
）
年
三
月
、
島
原
第
三
尋
常
小

学
校
高
等
科
を
卒
業
し
て
腕
に
技
術
を
習
得
し
よ
う
と
両

親
の
許
し
を
得
て
左
官
の
見
習
い
に
就
職
し
、
師
匠
に
叱

ら
れ
な
が
ら
も
左
官
の
技
術
を
学
ぶ
た
め
に
一
生
懸
命
頑

張
り
ま
し
た
。 

昭
和
十
二
年
七
月
七
日
、
支
那
事
変
が
勃
発
し
、
町
内

か
ら
も
赤
紙
の
召
集
令
状
に
よ
り
青
年
や
壮
年
の
方
々
が
、

家
族
親
戚
に
見
送
ら
れ
出
征
し
て
行
き
ま
し
た
。 

昭
和
十
六
年
四
月
、
五
年
間
の
見
習
い
を
終
え
、
一
人

前
の
左
官
職
人
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
当
時
、
徴
兵

検
査
は
二
回
あ
り
、
早
生
ま
れ
の
私
達
は
後
方
で
、
昭
和

十
七
年
三
月
に
徴
兵
検
査
を
受
け
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら

第
一
乙
種
合
格
で
、
甲
種
合
格
に
な
っ
た
人
達
を
う
ら
や

ま
し
く
思
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
昭
和
十
六
年
十
二
月
八
日
未
明
、
真
珠
湾
攻
撃

に
よ
り
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
し
、
世
の
中
は
騒
然
と
な
り

ま
し
た
。
軍
艦
マ
ー
チ
の
後
に
「
大
本
営
発
表
と
日
本
軍

の
勝
利
」
が
毎
日
の
よ
う
に
ラ
ジ
オ
か
ら
流
れ
、
連
戦
連

勝
の
ニ
ュ
ー
ス
に
仕
事
も
手
に
つ
か
な
い
日
々
で
し
た
。

建
築
の
仕
事
で
あ
ち
こ
ち
回
り
ま
す
と
、
戦
争
の
話
で
持

ち
切
り
、
出
征
軍
人
を
送
る
光
景
を
多
く
見
か
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
徴
兵
検
査
を
終
わ
っ
た
私
に
も
い
つ
赤

紙
召
集
が
来
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。
覚
悟
し
て
い
ま
し
た

が
、
両
親
の
苦
労
を
考
え
ま
す
と
、
長
男
の
私
は
働
け
る

だ
け
働
い
て
、
少
し
で
も
家
の
役
に
立
た
ね
ば
と
頑
張
り

ま
し
た
。 

昭
和
十
七
年
の
暮
れ
に
は
、
日
本
軍
も
南
方
方
面
で
少

し
心
配
に
な
っ
て
来
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年
四
月
、
私
は




